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■令和４年度（2022年度） 学校関係者評価について 

〈説明〉 

 より高い専門職種を輩出する学校としての特性を活かしつつ、本校の実践的な職業教育にかかる活

動等を評価し、改善・支援等を行うことにより、学生が関連業界等のニーズを踏まえた質の高い職業

教育を享受できるように学校運営の改善と、発展を目指した学校評価を行うことを目的に実施する。 

 

１．実施日時 

 令和５年８月２８日（月） １４：３０～ 

 

２．実施場所 

吉田学園動物看護専門学校 しつけトレーニング室 

 

３．実施方法 

（１）実施組織：学校関係者評価委員会 

  ○評価委員：鳥越 慎吾  北海道小動物獣医師会 会長 

今道 昭一  きたのさと動物病院 院長 

相木 孝子  公益社団法人 日本愛玩動物協会 北海道支所員 

棚橋 瑳知恵 株式会社 ROCOCO 代表取締役社長 

 

○学校関係：滝本 玲   校長 

古久保 英樹 学科長 

前鼻 彰人  動物看護学科 主任 

山本 美紀  トリマー学科 主任 

 

（２）評価基準：文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠しています。 

（３）評価方法：令和４年度（2022年度）学校運営・教育活動実績報告書に対する学校関係者評価。 

 

４．評価項目 

 次の１１項目について実施 

（１）教育理念・目標 

（２）学校運営 

（３）教育活動 

（４）学修成果 

（５）学生支援 

（６）教育環境 

（７）学生の受け入れ募集 

（８）財務 

（９）法令等の遵守 

（10）社会貢献・地域貢献 

（11）国際交流 

 

５．評価項目に対する評価 

（１）４段階で点数評価しました。 

  ４：適切  ３：ほぼ適切  ２：やや不適切  １：不適切 

（２）委員会で提出された意見や質疑、提案事項を記載 

  ○項目７ 学生の受入れ募集 

○項目８ 財務 

（学校より） 

   ・学生募集はうまくいっていない。そのため財務基盤は不安定と言える。 



  （委員より） 

   ・国家資格化されたことで、募集が安定するように思えるが、何か対策は打っていくのか。 

  （学校より） 

・令和 6 年のトリマー入学希望者の募集を停止。専攻科は令和 6 年までとし、令和 7 年から

は、愛玩動物看護師に特化した学校とすることで競合校との差別化をはかり（トリマー学科

分の）コスト削減により、基盤を安定させる狙いである。 

  （委員より） 

   ・トリマー希望者が少ないのでしょうか。 

  （学校より） 

   ・全国的にはトリマー希望者が増えている傾向にあり、看護師希望者は全国的に微減している

という 22 年度の調査結果がありますが、単純に本校がトリマーを集める力がなかった。 

    また、前任の担当より、「今後は、動物看護とトリマーに加え、動物福祉の３本柱で経営基盤

の安定を図るねらいです」と伝えていたが、トリマー学科の閉科で３本柱の 1 つがなくなり、

体制の変更となった。今後は財務基盤の安定のために、愛玩動物看護師学科のみでスタート

をきる形となる。 

 

６．その他 

（１）以下、令和４年度（2022年度）学校自己点検・評価を併せてご覧ください。 

 

項目１ 教育理念 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目２ 学校運営 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目３ 教育活動 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目４ 学修成果 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目５ 学生支援 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目６ 教育環境 

・項目評価 ４．０ 

・特に課題はなかった。 

 

項目７ 学生の受入れ募集 

・項目評価 ３．７ 

・高校生へのＰＲ手法の間違い 

 

項目８ 財務 

・項目評価 ３．５ 



・在籍者数が減少傾向にあり、財務基盤に影響が見受けられる。募集活動の強化と退学者の減少、継

続的に予算の厳格化に努める。 

 

項目９ 法令等の遵守 

・項目評価 4 

・特に課題はなかった。 

 

項目１０ 社会貢献・地域貢献 

・項目評価 3.67 

・カリキュラム内での対応に留まっており、学生が個人参加できる余力を持てていない。授業運営の

工夫や学校生活とのバランスを考え、学校として推進を図る。 

 

項目１１ 国際交流 

・無評価 

・留学生の実績がなかった。 

以上 


